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学 位 論 文 要 旨 

吃音は様々な視点から検討されてきた。そのひとつに心理言語学的な視点に基づく研究がある。

本研究は心理言語学的な視点に基づき、学齢期の吃音児の言語処理について検討したものである。 

第１章では従来の吃音研究について概観し、本研究の目的を述べた。近年の吃音研究において、

吃音幼児は統語処理に困難さをもつが、青年期や成人の吃音者は語の音韻処理に困難さをもつこ

とが示唆されている。また、学齢期の吃音児については、青年期や成人の吃音者と同様に語の音

韻処理に困難さをもつ可能性が指摘されている。しかし、我が国において、学齢期の吃音児の語

の音韻処理に関する研究は少なく、詳細は明らかになっていない。そこで、本研究では、学齢期

の吃音児の言語処理について、語の音韻処理を中心に検討することを目的とした。 

第２章では、まず統語処理の検討を行った。第１節では等位節構文と関係節構文の吃音頻度を

比較した。学齢期の吃音児が統語処理に困難さをもつのであれば、等位節構文よりも統語的に複

雑である関係節構文で吃音頻度が高くなると予測される。しかし、両構文の間で吃音頻度に有意

な差は認められなかった。この結果から、学齢期の吃音児は統語処理に困難さをもたないことが

示唆された。第２節では名詞句と複合名詞の吃音頻度を比較した。その結果、名詞句と複合名詞

の間にも吃音頻度に有意な差は認められなかった。よって、第２節の結果からも学齢期の吃音児

は統語処理に困難さをもたないことが示唆された。 

第３章では、語の音韻処理の検討を行った。第１節ではモーラ頻度が吃音頻度に及ぼす影響を

検討した。モーラ頻度とは、単一のモーラがどの程度出現するのかを示した指標である。語頭と

語末の両方のモーラ頻度が高い非語（「高－高」語）、語頭は高いが語末は低い非語（「高－低」語）、

語頭は低いが語末は高い非語（「低－高」語）と両方とも低い非語（「低－低」語）の４種類を刺激

語として用いた。その結果、４種類の刺激語の間で吃音頻度に有意差は認められなかった。この

ことから、語頭と語末のモーラ頻度はいずれも吃音頻度に有意な影響を及ぼさないことが示唆さ

れた。第２節ではバイモーラ頻度が吃音頻度に及ぼす影響を検討した。バイモーラ頻度とは２つ

のモーラがどの程度隣接して出現するのかを示した指標である。ここでは、語頭と語末の両方の

バイモーラ頻度の高い非語（「高－高」語）と語頭と語末の両方のバイモーラ頻度の低い非語（「低



－低」語）における吃音頻度を比較した。その結果、「低－低」語は「高－高」語よりも吃音頻度

が有意に高かった。これらの結果から、バイモーラ頻度は吃音頻度に有意な影響を与えることが

示唆された。第３節では、バイモーラ頻度が吃音頻度に及ぼす影響を語頭と語末に分けて検討し

た。刺激語として、語頭と語末の両方のバイモーラ頻度が高い非語（「高－高」語）、語頭は高い

が語末は低い非語（「高－低」語）、語頭は低いが語末は高い非語（「低－高」語）、両方とも低い非

語（「低－低」語）の４種類を用いた。その結果、「低－低」語は他の刺激語（「高－高」語、「高－

低」語、「低－高」語）よりも吃音頻度が有意に高かった。この結果から、語頭のバイモーラ頻度

のみならず語末のバイモーラ頻度も吃音の生起に影響を及ぼすことが示唆された。第４節では吃

音児と非吃音児を対象に、バイモーラ頻度が反応潜時に及ぼす影響を語頭と語末に分けて検討し

た。刺激語は第３節と同様のものを用いた。その結果、「高－高」語の反応潜時は他の刺激語より

も有意に短く、「低－低」語の反応潜時は他の刺激語よりも有意に長かった。また、吃音児の反応

潜時は非吃音児よりも有意に長かった。これらの結果から、吃音児と非吃音児は共に、語頭と語

末の両方のバイモーラ頻度が反応潜時に影響することが示唆された。また、吃音児の反応潜時は

非吃音児よりも長いことが示唆された。 

第４章は総合考察である。本研究の結果、等位節構文と関係節構文の間でも、名詞句と複合名

詞の間でも吃音頻度に有意差は認められなかったことから、学齢期の吃音児は統語処理に困難さ

をもたないと考察した。また、モーラ頻度ではなく、バイモーラ頻度が吃音頻度に影響したこと

から、学齢期の吃音児は、特に２モーラをまとまりとした処理に困難さをもっている可能性があ

ると考察した。さらに、語頭だけでなく語末のバイモーラ頻度も吃音頻度に影響したことから、

従来指摘されている語頭だけでなく語末も吃音の生起に影響を及ぼすと考察した。最後に、学齢

期の吃音児と非吃音児の語の音韻処理モデルを提案した。このモデルは、吃音児も非吃音児も、

語頭の処理の終了後に語末の処理が始まり、語末の処理の終了後に構音指令の開始が行われると

している点に特徴がある。 

 


